
第２回
２０２６/５/１９



渡辺勝（わたなべまさる）

ILCAクラスジャッジ

・2023 ALL JAPAN（境港）

・2024  ALL JAPAN（浜名湖）

・2025 ALL JAPAN（津）

・2026 ALL JAPAN（光）（予定）

・NIPPON CUP

・テーザークラス世界選手権（沖縄県）

・江の島ウィーク

・スナイプ全日本（石川県）

・国スポ（青森県）

全6回

➀ルールを理解し、正しく主張できる選手の育成

➁コース変更・短縮に確実に対応できる選手の育成

→勝つためのルール理解と運営読解力を身につける

4/21（火）第1回：ルールとは何か

5/19（火）第2回：スタート関連

6月 第3回：マーク周辺

7月 第4回：抗議・救済

8月 第5回：42条

9月 第6回：まとめ 



スタートエリアでよくあるケース１

１
２

３

４

BANG!



• RRS１１ 艇が同一タックでオーバーラップしている場合、風上艇は、風下艇を避けてい
なければならない。

① RRS １２ 艇が同一タックでオーバーラップしていない場合、クリアスターン艇は、
クリアヘッド艇を避けなければいけない。

② RRS １５ 艇が航路権を取得する場合、相手艇に対し、初めに避けているためのルー
ムを与えなければならない。

• ルーム・・・ 艇がシーマンらしいやり方で速やかに操船している間に、その場の状況で必要とし
ている余地をルームという。

• シーマンらしい？？・・適切な操船技術を用いて・・

• 避けている 次の場合、艇は航路権艇を避けているという。

• （ｂ） 艇がオーバーラップしているときに、航路権艇が直ちに接触することなく、いずれの方向にもコースを変更
できる場合。



スタートエリアでのRRS15の例

入れないよー

ん？なぜ？

RRS １５ 艇が航路権を取得する場合、相手艇に対し、

初めに避けているためのルームを与えなければならない。



①～② １７ クリア・アスターン艇が、同一タックの相手艇の風下に自艇の２艇身（hull 
lengths）以内でオーバーラップした場合には、両艇が同一タックで２艇身以内の間隔でオー
バーラップが続いている間、その風下艇はプロパー・コースより風上を帆走してはならな
い。③ただし、その風下艇がプロパー・コースより風上を帆走することにより、直ちに相
手艇の後方となる場合を除く。

プロパー・コース 他艇がいない場合、自分が思っているレグをできるだけ早く完了する
ために選択するであろうコースをプロパー・コースという。スタート信号前、艇にはプロ
パー・コースはない。



あと20秒でスタート信号だ！

スタート前はプロパーコースは無いので風位までラフ出
来るぞ！

20秒前

上側スタートでよくあるケース.
艇がスタートするためにそれらに近づいてい
る時点から艇間には（マークルーム）は適用
されない



水なんかやらないぞ！

風下だよ！

ルームくれ！

あれ？どうして？
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通常15秒前では、スタートしようとしてスタートマークに
近づいている。

抗議！

何だよ！
風下だよ！

15秒前

×RRS 11違反
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１６ 航路権艇がコースを変更する場合、相手艇に対して避けているためのルームを与えなければな
らない。

W

緑③の風上側への移動・・赤が緑を避けるためのルームが必要（無ければ１６条違反）
繰り返しの舵の操作はスカル３になる（RRS42.2d）



RRS１６ 航路権艇がコースを変更する場合、相手艇に対して避けているためのルームを

与えなければならない。
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RRS16 例
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次のマークの方向

RRS１６例２ 航路権艇がコースを変更する場合、相手艇に対して避けているためのルームを与え

なければならない。



(a) スタートエリアでよくある４２条推進方法違反について

スカリング

次のいずれかのように、舵を繰り返し動かすこと。

・ 力強く

・ 艇を前に推進させる

許される行動： 

● たとえ力強くても、艇がクロースホールドのコースより風上であり、明らかにクロース
ホールド のコースへの方向転換をしている場合のスカリング - 42.3(d)、スカル１ 



W

クロースホールドの

コース

クロース・ホールドのコースまではOK. それより風下でラダーを力強
く繰り返したらスカリング

進行方向



W

・禁止される行動
カニ歩き。セールを逆に張りラダーを力強く繰り返しスカルする。これにより艇はスタート・ラ
インと平行に風上側へ動く。 - スカル３
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